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平成２５年度（通算第１４回） 

長崎自然共生フォーラム通常総会開催報告 
 

 

日時：平成２５年６月１５日（土）１５：００～１６：３０ 

場所：アマランス（長崎市民会館・長崎市） 

議長：会長 宮原和明氏 

（長崎総合科学大学名誉教授・NPO 法人環境カウンセリング協会理事長） 

 

開会に先立ち、蒲原事務局長より、出席者 10 名（うち委任状 15 名)との具

申があり、本総会は成立することを確認した． 

 

会長挨拶：人と自然との共生は，これからの社会にとって重要なニーズであ

る．持続した組織をどう活性化するかである．とくに主体の造園関係者の人

材を活かすことにあると思う．本会の社会活動がどう見えるかについて検討

する必要がある． 

 

恒例により，議長を会長 宮原和明 氏（長崎総合科学大学名誉教授・NPO

法人環境カウンセリング協会理事長）にお願いし，議事進行した． 

 

 

 

○ 議事録 

 

＜第 1 号議案＞ 会員状況報告について（蒲原事務局長，以下同じ） 

 平成 25 年 4 月 1 日現在、正会員は 40 名であり、うち会費未納会員は１

年分 3 名、２年分４名との報告があった．（これについて川里前事務局長よ

り削除会員の復活を働きかけたいとの発言があった．） 

（了承） 

 

＜第２号議案＞ 平成２４年度事業報告について 

 別添，資料のとおり（以下，概略を記す）．                 

○総会および運営委員会・幹事会  

総会：8 月 18 日（土），総合福祉センター（大村市）27 名（うち委任状

16）．幹事会：25 年 3 月 22 日（金），ECAN 研修室（長崎市）8 名， 

○基調講演 

 8 月 18 日（土） 松田英明氏（県造園建設業協会長・当会副会長）：「中

国の防風林事業～日本の美を中国へ」，１階講習室．（中国・舟山市のモ

デル工事について，ご苦労談を含めて造園専門家としての中国の園林(造

園)事情を知る貴重なお話を伺った） 

○交流会 

 8 月 18 日（土）17：10～19：45 “きぶん”（大村市）６名．少人数

だった分，中身の濃いお話（議論）が出来た． 
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○研究会 

自主研究会は開かなかったが，25 年 2 月 13 日（水）：「北九州市スマー

トコミニュティ創造事業」，2 月 27 日（水）：「環境・エネルギー技術のア

ジアへの発信」の長崎市 H24 年度環境セミナーに会員が参加した． 

○その他 

 ・県補助事業「緑といきもの賑わい事業」：（外来種等除去作業及び生物多

様性調査）の成果報告書の書き直しチエックを再々度，受けた． 

・Save Japan Project「みんなで守ろう，希少生物と自然環境」を“とり

かぶと自然学校”と共催した（7 月～８月，長崎市・多良岳・大村市）． 

・ニュースレター第 12 号及び 13 号（H24 年 8 月１日付及び H25 年 3 月

１日付）を発行した． 

 

（会員減少は，官民一体の出発点だったフォーラムが業者にとって魅力に欠

けたこと，幹事会等運営に関してよく見えないなど不信感があることに起因

するとの指摘があった．前事務局長から県造協との意思疎通にかけたとの弁

明があった．“事業が先か金が先かとのジレンマがあるが，好き者の集まり

として「自然体験」活動 3 ヵ年計画などを立案して，造園業者を仲間に引き

込む事にトライしよう”との議長（会長）勧告があった．） 

（了承） 

 

＜第３号議案＞ 平成２４年度決算報告について 

平成 24 年度収支決算を下記のとおり、報告します． 

一般会計 決算額 ３３０，１３７円（次期繰越額１１５，１５３円） 

特別会計 決算額       ０円（次期繰越額      ０円） 

（承認） 

 

＜第４号議案＞ 平成２４年度監査報告について 

 平成 25 年 5 月 18 日（水）、長崎大学早瀬研究室において早瀬監事ととも

に、平成 23 年度収支決算について監査を実施した結果、すべて適正に処理

されていることを認めました．（鈴木監事） 

（承認） 

 

＜第５号議案＞ 平成２５年度事業計画（案）について 

１．総会を開催し、併せて「基調講演」は一般開放する． 

２．研究会を年度内に２～３回開催して会員の意識向上を図り、実践活動を

随時行う． 

３．会員相互の情報交換・意見発表の場として E-mail・HP を活用やニュー

スレターの発行などを行い，会の活性化を図る． 

４．地域に関する調査・研究を行うとともに、会員外に向け自然共生のアピ

ールを行い，活動への意見を募る． 

５．幹事会・研究会の活性化を図り，会員の場づくりを励行する 
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月 予定スケジュール 

4 月 HP の保守・改訂作業．河川清掃・ゴミ拾い活動開始（月 3～4 回）． 

5 月 「Save Japan Project」検討会． 

6 月 総会・幹事会及び講演会の開催(長崎市)：「県内の動物のすばらし

さ」（松尾公則氏）． 

7 月 「ノーマイカーデー」（毎月第 2 水曜日）参加．ニュースレター第

14 号の発行． 

“みんなで守ろう，希少生物と自然環境”：多良山系のセイタカア

ワダチソウ調査． 

研究会を開催する（於：長崎大学） 

8 月 “みんなで守ろう，希少生物と自然環境”：オオキツネノカミソリ

観賞登山とヤマネなどの講演会の活動協力（とりかぶと自然学校

との共催） 

9 月 取りまとめ（「Save Japan Project」） 

10 月 研究会・意見交換会． 

11 月  

12 月 「ノーマイカーウイーク」(12/8～12/14)参加宣言． 

1 月 「ニュースレター」（第 1５号）の発行． 

2 月  

3 月 研究会・意見交換会（幹事会） 

（添付書類とは若干の齟噛があります） 

（承認） 

 

＜第６号議案＞ 平成２５年度予算（案）について 

 平成 25 年度収支予算を下記のとおり、提案します． 

  一般会計 予算額 １９５，１５３円 

  特別会計 予算額       ０円 

  （予備費に１１０，１５３円を計上する） 

（承認） 

 

＜第７号議案＞ その他 

１．国及び地方公共団体が行う地球温暖化対策事業（「ノーマイカーデー運

動」・「緑のカーテン事業」など）に協力する． 

２．国及び地方公共団体が行う環境保全事業や緑化・美化清掃事業（「生態

系保全」・「河川・海岸清掃」など）を支援する． 

３．他団体（環境カウンセリング協会長崎：ECAN・とりかぶと自然学校・

大村湾をきれいにする会・長崎グリーンヘルパークラブなど）と連携し，

交流を深める． 

４．本年度中に行う事業について 

 （“イノシシ問題などどうやったら生き物と共生できるか，棲み分け

など会として提言をおこなうような啓蒙活動を遣ったらどうか”，“里山

問題”，“外来種除去作業結果の公表”，“ホタル情報の発信（とくに大村

での見学会）”など活発な意見交換があった．また蒲原局長から農業体
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験・を主体とした情緒困難者（引きこもり）自立修練事業などへの活動

協力や竹林整備など環境改善事業への取り組みも考えたいとの積極的

な具申があった．早瀬研究会の復活も具体化された．） 

（了承） 

 

閉会挨拶（省略）。16：00 終了（休憩） 

 

（参加者：蒲原・川里・菅・来崎・鈴木・富永・中瀬・早瀬・松尾公・宮

原～出席，赤瀬・岩永敏・清水・神山・久保田・田雑・武政・為永・田

中省・中島・西田厚・松田英・松川・山本則・  ～委任，五十音順） 

 

 

○ 基調講演：動物からみた長崎県のすばらしさ 

引き続き 16：15 から、松尾公則氏（長崎女子短大非常勤講師：動物研究

家・本会幹事）による講演をお願いした．詳しいレジュメのほか、パワー

ポイントによる、懇切、丁寧そして面白いスピーチを頂いた．シーボルト

の｢日本動物記」・｢日本植物記｣から始まりライデン博物館のお話，ツシマ

アカガエルをはじめとする長崎県の固有種・固有亜種・大陸系のお話，多

良山系のブチサンショウウオやヤマネのお話，時折，カノコユリの話や“福

馬君”など会員へのサプライズもあり，話題豊富で瞬く間に時間がきてし

まいました．  

（熱心な質疑応答もありました，Fauna japonica：カスミサンショウウオ

の標本での“長崎・三ツ山”知らなかったです，さすがです．ありがとう

ございました．） 17：30 終了 

 

 

○ 交流会 17：40～19：45 

会場近く，雰囲気ある“猪口屋”で早瀬副会長の音頭で乾杯，討論の熱

気をビール・ワインで冷ましました。10 人で互いに中身の濃いお話（議論）

ができました． 19：45 終了．（出席：蒲原，川里，菅，来崎，鈴木カ，早

瀬，松尾，牧，宮原，吉田ま，五十音順）．（松尾先生，お疲れ様でした．

牧さん会場設営，感謝します．女性が参加で座が和むのは世の常です．来

崎さん園路はるばるご苦労様です．参加の皆様，ありがとうございました．） 

 

 

以上 

 

 

 


